
 
 
 
 
 
 
 
 

松井文庫 一紙文書  
釈文および目録調査 

 
中間報告書 

第１号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２１年３月２３日 
熊本大学附属図書館 

古文書勉強会 
 
 

 

 



－ 2 ― 

１． 松井文庫一紙文書 釈文および目録調査とは 
 
 熊本大学附属図書館所蔵の貴重資料である松井文庫* のなかの「一紙文書」は一枚もの

の文書群で、書状や証文など様々なものが含まれている史料である。これまで約4300点につ

いては文書名と差出人等を書いた簡易目録が作成されていたが、本格的な目録は作成されて

いない。松井文庫冊子体文書同様、調査が待たれていたもののひとつである。 

 附属図書館職員を中心とする古文書勉強会では、平成１９年度に｢松井文庫 冊子体文書

目録｣を図書館ウェブサイトへ公開した。一紙文書についても、冊子体文書と並行して平成

１７年度より調査を進めていたものであるが、平成２０年度からは会員全員で釈文および目

録作成に着手することとした。これは、その中間報告書である。 

 
＊松井文庫： 出典-図書館ＨＰ 

八代市の松井明之氏旧蔵の近世藩政史料及び典籍類。 
細川家の城代家老として豊後統治時代から明治初年までの松井家史料は、 
細川家の「北岡文庫」と相俟って肥後藩政史研究上貴重なものであり、 
次の4つにわけられる。 

第一 冊子体文書（日記類・記録類・文書類） 
第二 一紙文書 （書状類・証文類 -現在調査中-） 
第三 伝習堂本 （八代の文学稽古所「伝習堂」旧蔵の典籍） 
第四 貴重書  （特殊古写本類） 

 
 
２． 釈文および目録調査の流れ 
２．１ 調査方法 

松井文庫一紙文書では１点ごとに文書を釈文した上で、詳細な目録を記録する。 

  

２．２ 釈文 

     文書１点ごとに原稿用紙へ書き起こす作業である。 

 
２．３ 目録 

     文書１点ごとに標題、内容、寸法等の項目を調査用紙へ記入する作業である。 

 
 
３． 作業の実際 
３．１ 作業をはじめるにあたって-- 平成１７年度 

・釈文済み分を調査 

    古文書勉強会では過去にも教材として松井文庫一紙文書をとりあげ、 

釈文を作成している。調べると約３００点が釈文済みと判明した。 

・目録調査用紙の項目を決定 

    どのような項目を記録するか検討し「別紙１」のとおりに決定した。 

 

３. ２ 作業の進捗状況 

      作業は月２回の古文書勉強会の時間に実施している。平成１７年度末の開始

時は、会員の約半数が作業を担当した。理由は当時の勉強会には、加入したば

かりの新規会員がおり、釈文の経験を積むことを目的に別教材へ取り組んでい

たためである。一紙文書の目録作業は既存会員のみで開始した。 
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この体制は約３００点の釈文済み文書の目録作業が終わる平成１９年度末ま

で続いた。平成２０年度には、新規会員の別教材も完了したので、ようやく全員

で着手することになり、現在に至っている。 

 

年度別の進捗状況は次のとおり。      

      平成１７年度 文書番号 １～ ２３ （釈文あり、目録作成のみ） 

        １８年度     ２４～１５４ （同上） 

        １９年度    １５７～２８５ （同上） 

        ２０年度    ２８６～３８３ （釈文と目録同時作成） 

 

現在は会員全員で各自が文書１点を担当し取り組んでいるが、釈文と目録の同

時作業であり、１点毎に要する時間が長いために処理件数の伸びは望めないのが

実情である。 

 

４． 調査の実際 

文書番号 ５９ を例に紹介している。 
文書と釈文は「別紙２」を、目録は「別紙３」を参照のこと。 

   

５． おわりに 

 
松井文庫一紙文書は、様々な史料が含まれており古文書として学ぶ部分も多いが

古文書勉強会の会員にとってはなかなか手強い史料でもある。何度もわからない点

は川口客員教授の指導をあおぎながら取り組んでいる。 
また、史料の総点数が非常に多いことから、上記進捗状況でもわかるように遅遅

とした作業である。この作業はあくまでも勉強会教材としての位置付けの域を出ず、

目録調査のモデルとしての役割に留まっているのが現状である。 
 
松井文庫は、冊子体文書と同様に一紙文書も保存状態が良くないものが多く含まれ

ている。虫損の劣化が一番多くみられ、なかには開くことさえ出来ない文書もある。

虫損文書への裏打ち等の補修対策も考慮する必要がある。 
 
図書館としては今後（1）釈文と目録の完成（2）文書の補修を目指さなければな

らない。計画性を持って予算化する必要もあり、本格的な方針を立てることが待た

れている。 
 
謝 辞 
 古文書勉強会でいつも私たち会員をあたたかくご指導くださる川口熊本大学客員教授へ

深く感謝を申し上げます。 
 
 
古文書勉強会会員 
＊――――――――――――――――――――――――――――――――――――――＊ 
 平成１７年度：北野、岡崎、永村、樋口、川内野、田川、坂崎、大倉、後藤 

１８年度：北野、岡崎、永村、樋口、川内野、濱崎、大倉、後藤、岩岡、笠、杉本 
１９年度：北野、岡崎、永村、樋口、川内野、濱崎、大倉、後藤、岩岡、笠 
２０年度：北野、岡崎、永村、樋口、川内野、濱崎、大倉、後藤、岩岡、笠 
  賛助会員：長船 

＊――――――――――――――――――――――――――――――――――――――＊ 



＜　別紙　1　＞

熊本大学附属図書館古文書調査用紙

文庫名

文書番号

標 題

内 容

書出し

差出人

宛　名

日　付

数　量

・ ・ ・ ・ ・
ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ

備　考

記入者 記入月日 　平　成　　　　年   　　月　　 　日

　松井文庫（一紙文書）

寸　法

 (縦）　　　　   　 　　．　 　 　 　ｃｍ

（横）

　　 　　　　　　　    　　  　年　　 　  　　月　　   　　　日

　包紙・端裏・貼紙・箱書など

品質・形状

    　竪紙 　　　　竪継紙　　　　折紙　　　　切紙　　　　小切紙　　　　切継紙 　　 

　　竪帳  （　　   　　冊、　厚さ　　     　．　   　ｃｍ、　丁数　　  　　　頁 ） 

　　横帳  （　　   　　冊、　厚さ　　  　 　．　 　　ｃｍ、　丁数　　  　　　頁 ）



＜別紙２＞      

作業の実際   
 
文書番号 ５９番 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 なお、古文書勉強会の場では、原稿用紙へ手書きである。 
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＜別紙　３＞

熊本大学附属図書館古文書調査用紙

文庫名

文書番号

標 題

内 容

書出し

差出人

宛　名

日　付

数　量

４６・０ ・ ・ ・ ・
ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ

備　考

記入者 記入月日 　平　成　――　年  　―月　　―日

　包紙・端裏・貼紙・箱書など　　　　

○○　○○

　松井文庫（一紙文書）

59

兼松又四郎書状

進物の礼と寒気見舞

貴札忝致拝見候如仰此間者不懸御目

兼松又四郎　□□

長岡式部

　　　　１通

　　 　　　　　　　    　　  　年　　 　　霜月　　   　２２　　日

寸　法

品質・形状

（横）

 (縦）　　　　   31 ．8　　 　 　ｃｍ

    　竪紙 　　　　竪継紙　　　　折紙　　　　切紙　　　　小切紙　　　　切継紙 　　 

　　竪帳  （　　   　　冊、　厚さ　　     　．　   　ｃｍ、　丁数　　  　　　頁 ） 

　　横帳  （　　   　　冊、　厚さ　　  　 　．　 　　ｃｍ、　丁数　　  　　　頁 ）

端裏に差出人、宛名記載あり

裏打あり


